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ときがわ町長　渡邉 一美氏

町長のメッセージ
平成18年2月に旧玉川村と旧都幾川村が合併し、来年度で合併20周年を迎えます。町
名の由来である都幾川が西から東に流れ、春は新緑と花々、夏にはキャンプ、秋は紅葉、冬
は天体観測や天然のスケートリンクと四季折々の楽しみ方が満喫できる魅力あふれる町
です。
学校給食に地元農産物を使用し子どもたちの食に対する関心の向上、小学校体育館の
照明LED化や少人数学級の実施による学習環境の向上、自然災害への備えや交通環境整
備、子育て支援を推進し、町民一人ひとりが「住んで良かった」と思えるまちづくりを進め
ていきます。
ぜひ一度ときがわ町にお越しください。

はじめに
ときがわ町は東京都心から北西に約60㎞、埼玉県
の中央部に位置し、東は嵐山町、南は鳩山町、越生
町、飯能市、西は横瀬町、秩父市、北は東秩父村、小
川町に接している。西部は大半を森林で囲まれてお
り、東に向かって山地、丘陵地、台地に至る里山地域
となっている。
JR八高線が町の東部を走り、明覚駅が玄関口と

なっている。地場産の木材を使ったログハウスの駅舎
（関東の駅百選認定駅）が人 を々温かく迎えてくれる。
道路では、県道172号線が東西に、同30号線が南北
に走っている。
町内には清流として有名な都幾川（表紙写真）が
西から東に流れ、川には様々な水生生物や鳥類が生
息している。古くから森や木 を々大切に守り育ててお
り、古樹、巨木を多く見ることができる。空気が澄んで
おり、星空観測会も定期的に行われている。自然の
心地よさを求めて、多くのハイキング客が訪れ、渓谷
沿いでのキャンプも楽しめる。

木のまちときがわ
ときがわ町は「木のまち」といわれ、古くから森林
と人とのつながりが強く、林業、建具を代表とする木
工業などの産業とともに発展してきた。この起源は、
約1300年の歴史を誇る古刹「慈光寺」にあるとい
われている。慈光寺は奈良時代に開かれ、鎌倉時代
に源頼朝から篤い信仰を受けて大寺院として栄え
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の重要文化財を数多く所蔵する、埼玉県を代表す
る名刹である。寺の建立のために各地から呼び寄せ
られた木工職人たちがこの地に定住し、優れた技術
と地元の良質な森林資源により、当地に建具産業
が栄えた。
こうした歴史、伝統は今に受け継がれ、町の公共
施設は町内の森林から伐り出されたスギやヒノキな
どを使用して整備している。老朽化の進行した学校
施設は、内装木質化によりリニューアルを行っている。
内装木質化とは、校舎などの骨組みは鉄筋コンク
リートを生かし、内装を木の床と壁で覆う工法。木を
用いることで、教室内の湿度を一定に保ち、快適性
を向上させるとともに、ぬくもりやいやしの効果をも
たらす。学校の雰囲気が落ち着くなど教育効果は大
きい。地域産材を利用することにより、伐採と植林の
好循環が生まれ、山林の保護や活性化につながっ
ている。

ときがわ町 人と自然の優しさに
ふれるまち　ときがわ

木のぬくもりのある校舎内
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「スモールチェンジ」で健康づくり
町では、人生を元気で豊かに過ごすために日々の
健康づくりが重要と考え、自発的に健康活動を継続し
てもらうよう、「スモールチェンジ活動」を推進している。
健康づくりに関して、住民に調査を行ったところ、

「健康を十分意識しているが、何をやれば良いのかわ
からない」、「運動やスポーツをやったことがない」、
「大きなことを始めても続くかわからない」などの意
見が多かった。このため、町ではまずできることから
やってもらう「スモールチェンジ（日常生活でわずかな
ことから始められ、しかも続けられる健康行動の実
践）」を提案、推進している。
運動面では、ランニングや野球、ゴルフなどを継続
的に行うのが難しい場合、日常のちょっとした身体活
動がこれに代わるとして、階段を上がること、自転車
での移動、掃除などを勧めている。軽い運動として、
ときがわの自然や歴史を楽しむ散歩なども推奨して
いる。食事についても、様々な種類の食品を食べるこ
とや、アルコールの度数を下げることなど比較的簡単
にできることを提案している。
また、外出機会を増やし、健康維持のためにも、路
線バスや乗合タクシーなど交通網の整備にも力を入
れている。

穏やかな時間が流れる町
本年5月26日に弓立山展望デッキの落成式が行

われた。弓立山は標高427mの低山ながら関東平野

を一望できる眺望の良さと、三波渓谷駐車場から1
時間程度で山頂まで登ることができる気軽さからハ
イキングの人気スポットとなっている。町では地域経
済の活性化、観光客数の増加を図ることを目的に、
展望デッキ等を整備した。落成式当日には大
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ら獅子舞保存会による「ささら獅子舞」の披露など
が行われた。
都幾川を上流に向かうと、川の両岸が狭まり、岸壁

が続く場所がある。長い歳月を経てこの両岸に作り出
されたダイナミックな景勝地が「三波渓谷」。青い石
に白い筋の入った奇岩が都幾川の清流に洗われ美し
い景観をみせる。新緑や紅葉のころは特に美しく、夏
は川遊びを楽しむことができる。
ときがわ町は、こうした豊富な観光資源と自然に恵
まれている。都心から比較的近いものの、澄んだ空気
のなか、のどかな風景が広がり、ローカル列車の音も
聞こえ、都会の喧騒から離れ穏やかな時間が流れて
いる。� （吉嶺暢嗣）

ときがわ町概要
人口（2024年7月1日現在） 10,303人

世帯数（同上） 4,752世帯

平均年齢（2024年1月1日現在） 54.9歳

面積 55.90k㎡

製造業事業所数（経済構造実態調査） 91所

製造品出荷額等（同上） 541.5億円

卸・小売業事業所数（経済センサス） 85店

商品販売額（同上） 71.6億円

舗装率 38.5％

資料：「令和5年埼玉県統計年鑑」ほか

主な交通機関
●JR八高線　明覚駅
●関越自動車道　東松山ICから町役場まで約12㎞

弓立山からの眺望


